
      水に関するＱ＆Ａ 

 

Ｑ．雨でパネルが濡れたけど大丈夫？（降雨に対する特性） 

 ＡＬＣは軽量気泡コンクリートの一種で完全な無機製品です。雨に濡れても膨れたり腐ったりせず、基材は
安定しています。また、パネル内部にある全ての補強鉄筋は防錆処理（さび止め処理）されていますので工事
中の雨濡れ＊１程度では影響ありません。雨に濡れると若干は強度低下しますが１～２週間＊２で乾燥してもと
の強度に戻りますのでご安心下さい。 

 
＊１：完成後には雨掛かりのないようにご計画ください。 

（屋根やベランダの場合は防水処理を施してください。） 

＊２：雨に濡れない状況で通気のある場合は約１～２週間で乾燥 

します。内装や床仕上げに影響しないように十分に乾燥さ 

下さい。（温湿度や通風の状況によりこれ以上かかる場合 

もあります。） 

雨染み（特に裏面）が残る可能性がありますので、ご承知 

ください。 

 

平置きしたパネルに２４時間散水した場合の含水率
の変化を右図に示します。 
パネルは散水（降雨、乾燥）の影響を大きく受け、散
水直後の含水率は高くなりますが 7～12 日後には元
の含水率となりました。 
 
ＡＬＣは吸水しやすいものの乾燥も早い材料だ 
と言うことがおわかりになると思います。 

 

 

 

 

 

Ｑ．雨でパネルが濡れたけど大丈夫？（含水率と強度の関係） 

 含水率が高くなるとＡＬＣの強度も低下しますが、大量に含水した場合でも（含水率 約 60 wt％）圧縮強度と
しては 45kgf/cm2程度は保持しています。JIS A 5416「ALC ﾊﾟﾈﾙ」で規定されている強度は 30kgf/cm2とな
っていますので必要強度は充分に上回っています。 

 

 
含水率と圧縮強度および曲げ強度との関係を右図に 
示します。 
 
＜圧縮強度＞ 
気乾状態（10wt％程度）に比べ飽水状態（60 wt％） 
では約 10 kgf／cm2の強度低下が見られるものの、 
45kgf／cm2は保持しています。 
＜曲げ強度＞ 
圧縮強度と同様に気乾状態に比べ飽水状態では 
約 5 kgf／cm2の強度低下が見られますが、 
10kgf／cm2程度の強度を保持しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 含水率と圧縮強度・曲げ強度の関係
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パネル（990×500×100 N=2：製造後約 3 週間室

内養生）を平置きし上部より 24 時間散水した。その後、

恒温恒湿室（20℃､RH60％､送風設定）に放置して含

水率変化を測定（試験機関：旭化成建材） 

４８時間全面吸水させた試験体を強制的に乾燥させなが

ら含水率を変化させ、圧縮強度および曲げ強度を測定 

（試験機関：旭化成建材） 
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圧縮強度 

圧縮強度 JIS 規定のライン 

曲げ強度 

図 パネルの含水率変化（24 時間散水） 
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恒温恒湿に静置
測定スタート 


